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　第１回定例会は、令和３年３月５日に開会し、３月16日に閉会しました。

　町から、新年度当初予算、令和２年度補正予算、条例改正、条例廃止、指定管理者の指定、人事案件が提案され、

全ての議案を可決しました。

　なお、新年度当初予算、当初予算関連議案（条例改正１件、指定管理者の指定９件）は、予算特別委員会を設置

し、これに付託して審査を行い、最終日の本会議において、付託した全ての議案を可決しました。

　また、議会提出議案として、意見書３件を提出し、全て可決しました。

　一般質問では、３人の議員が登壇し、町長に考えを問いただしました。

子育て支援拠点施設 

 　　　　実施設計開始

公衆無線ＬＡＮを整備

国保税を減額

　多目的滞在施設

　　　　　　 供用開始

定例会のあらまし
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３月５日～16日３月５日～16日

第　回定例会
令和３年令和３年

１１

諸支出金等諸支出金等
257万7000円

町の貯金（基金）に
積み立てるお金など

第第

返済金（公債費）返済金（公債費）
4億7587万4000円

土木費土木費
3億4979万9000円

道路整備や除雪などに要するお金

消防の運営や防災無線の管理
などに要するお金

学校の運営や、教材購入、町民セ
ンタ－の管理などに要するお金

町の借金（町債）の返済
に充てるお金

教育費教育費
2億5444万円2億5444万円

消防費消防費
2億102万4000円2億102万4000円

商工費　1億8349万3000円

商工会・観光協会への補助金や各
種イベント開催などに要するお金

議会費　5626万2000円議会費　5626万2000円

民生費民生費
9億3438万5000円9億3438万5000円

衛生費衛生費
4億6146万9000円

農林水産業費　2億4997万6000円

議会運営に要するお金

庁舎管理や地域振興などに要するお金

総務費　6億3920万2000円総務費　6億3920万2000円

高齢者・障がい者福祉や保育所、
児童手当などに要するお金

予防接種、健診、ごみ処理
などに要するお金

農業振興や有害鳥獣駆除、ワイン
ツーリズム振興などに要するお金

令
和
令
和
３３
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
３３
年
度
一
般
会
計
予
算
と
国
保
・
簡
水
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

年
度
一
般
会
計
予
算
と
国
保
・
簡
水
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

各
特
別
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

各
特
別
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
「
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
に
お
け
る
集
中
審
議
の
の
ち
、
本
会

　

こ
れ
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
「
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
に
お
け
る
集
中
審
議
の
の
ち
、
本
会

議
に
お
い
て
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を

議
に
お
い
て
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を
賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

一般会計一般会計
支出支出
（歳出）（歳出）

一般会計一般会計（歳入・歳出）（歳入・歳出）

3838  億億850850万万10001000円円【前年度対比5.3％増】

【前年度対比10.9％増】

【前年度対比8.4％増】

国民健康保険事業国民健康保険事業 11 億億 84378437 万万40004000 円円【前年度対比11.0％減】

簡易水道事業簡易水道事業　　　　 44億億 62986298 万万50005000 円円
後期高齢者医療後期高齢者医療           75227522 万万40004000 円円

総額45億円超の予算を可決総額45億円超の予算を可決

 　長選挙のため　骨格予算骨格予算で編成で編成
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佐藤  聖一郎  町長

仁木町行政と予算案の大綱
　

佐
藤
町
長
は
、
令
和
３
年
度
仁
木

町
行
政
と
予
算
案
の
大
綱
に
お
い
て
、

「
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
令
和
12
年

度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
『
第
６
期
仁
木
町
総
合
計
画
』
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
た
な
総
合
計
画
で
は
、
10
年
後
の

町
の
将
来
像
と
し
て
、
『
果
実
と
や

す
ら
ぎ
の
里
・
仁
木
町
』
魅
力
あ
る
、

住
み
よ
い
、
個
人
の
主
体
性
と
地
域

の
共
生
・
調
和
を
大
切
に
す
る
ま
ち

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
『
す

べ
て
は
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
』
を
将
来
像
に
込
め
た
想
い
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
人
口
減
少
問
題
へ
の

対
応
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
、
地
域
づ
く
り
の
主
体
で
あ

る
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
が
、
こ
の
将

来
像
を
共
有
し
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
互
い
に
連
携
を
深
め
、
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し

た
。

仁木町行政と予算案の大綱 将来像の共有を  将来像の共有を

次ペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 今今今今今今今年年年年年年年ののしししししししごごごごごごととととととと今今今今今今今今年年年年年年年年のののののしししししししごごごごごごごごととととととと ピピピピピピッッッッッッッククククククククアアアアアアッッッッッッッププププププププピピピピピピピピッッッッッッッククククククククアアアアアアアッッッッッッップププププププププ

さとう　せいいちろう

ふるさと納税などで得ることが見込まれるお金

町民センターなどの施設使用料や各種
証明発行手数料などにより得ることが
見込まれるお金

寄附金　2億1万円寄附金　2億1万円

使用料及び手数料使用料及び手数料　
6870万9000円6870万9000円

貯金（基金）を切り崩したお金
繰入金繰入金　2億8804万5000円　2億8804万5000円

奨学金返還金や土地
貸付などの収入によ
り得ることが見込ま
れるお金

諸収入等諸収入等
8300万7000円8300万7000円国・道支出金国・道支出金

5億6218万5000円

国などから借り入れるお金

借入金（町債）借入金（町債）
3億6260万円3億6260万円

その他の交付金等　1億3339万円

消費税など税収の一部を国から町に交付されるお金

国からの補助金など使い
道が特定されているお金

自治体間の格差を無くすため、国
から町に交付されるお金

地方交付税地方交付税
17億9000万円17億9000万円

住民税、軽自動車税
など町民の皆さんか
ら納められるお金

町税町税
3億2055万5000円3億2055万5000円

依

財

存

源

自
主

財

源
一般会計一般会計
収入収入
（歳入）（歳入）

　地方自治体の予算編成

時期や新年度早々に首長

選挙がある場合に、政策

的判断が必要な事業を除

いて、通常かかる経費を

中心に組んだ予算のこと

をいいます。

ニキボーのなになに？

骨格予算とは

 　長選挙のため　骨格予算で編成町町
新 年 度

予算
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後
期
高
齢
者
の
健

康
保
持
・
増
進
の
た

め
歯
科
健
康
診
査
を

実
施
し
、
口
腔
機
能

の
低
下
や
誤
嚥
性
肺

炎
等
の
疾
病
の
予
防

を
図
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
の

後
期
高
齢
者
の

　
　

歯
科
健
診
に
助
成

　
　

歯
科
健
診
に
助
成

　ＧＩＧＡス
クール構想を踏
まえた支援員委
託料等、ＩＣＴ
環境の充実を図
ります。

ＧＩＧＡスクール

（北町・梅田さん）

アップ
今年の  しごとしごと

森川歯科医院で受診できます

ロボットやＩＣＴを活用した

新規新規

うめだ

　スマート農業に期待が膨らみます

継続継続

多くの授業で端末を活用しています

　

ロ
ボ
ッ
ト
や
情

報
通
信
技
術
を
活

用
し
て
、
省
力

化
・
精
密
化
等
を

推
進
す
る
ス
マ
ー

ト
農
業
の
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継

続
実
施
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業

ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進

を
推
進

（尾根内・木田さん）
き だ

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと 　私は水田の防除にド

ローンを活用し、作業時

間を短縮できました。

　ビニールハウスの自動

温度管理システム導入の

補助などがあれば、多く

の町民さんが楽になるの

ではないでしょうか。

（仁木中・端さん、浜野さん）

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

　タブレットを活用

した授業は楽しいで

す。

　授業の復習ができ

るように、タブレッ

ト端末を自宅に持っ

て帰れるようにして

ほしいです。 はまのはた

358358万円万円
継続継続

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

　症状のない方が、

症状が出る前に健診

を受けることは良い

ことだと思います。

　また、健診を受け

ることも重要ですが、

日常における口腔ケ

アの重要性について

の啓発活動も必要だ

と感じます。

構想構想の体制強化の体制強化

250250 万円万円

99万円万円
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
収

束
後
に
は
、
観
光

振
興
の
た
め
の
観

光
客
宿
泊
施
設
と

し
て
有
効
活
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

多
目
的
滞
在
施
設

多
目
的
滞
在
施
設

　

ま
ず
は
医
療
等
従
事
者
か
ら

　

ま
ず
は
医
療
等
従
事
者
か
ら

継続継続

年間平均 8件程度の実績があります

次ペペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 新新年年年年年年度度予予予予予予予算算算のの いいいいい新新新新新新新新年年年年年年年年度度度度度度度度予予予予予予予算算算算算算算算ののののの使使使使使使使使いいいいい道道道道道道道道

今後の活用に期待が持てます

　本町への定住
促進を図るた
め、新築または
住宅改修に対
し、1件につき
最大200万円を
補助します。

定住促進定住促進住宅補助住宅補助事業事業

新規新規

より安全な環境が整備されます

（北町・三上さん）

（大江・寒河江さん）

（然別・東野さん）

ピック 
今年の今年の    しごと

北後志は宿泊できる

施設が少ないので、町

内のワインを PR する

にも、車の運転のこと

を考えるととても有効

だと思います。　

　また、旧野球場の有

効活用も検討してほし

いです。

　雨天時に大きい水たまりができた

り、子どもの自転車走行も危なかっ

たりしたので、とても嬉しいです。

　道路舗装時の高さが気になります

が、各家庭からの排水等に支障が無

いようにしてほしいです。

　町道北町公園
前２号線・３号
線の改良舗装工
事を実施します。

新規新規

さがえ

ひがしの

みかみ

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと  　  

　この補助事業が、

仁木町に永住しよう

とする決め手となり

ました。

　古い家に住み続け

る高齢者の方の住宅

改修への補助も検討

してほしいです。

18001800 万円万円

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

町道未改良路線町道未改良路線改修工事改修工事

38963896 万円万円

253253 万円万円

補助額



可
欠
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
中
で
、
そ
の
よ
う
な
研

修
は
予
算
の
段
階
で
組
み
込

ま
な
い
の
か
。

　
　
　
　

町
村
会
や
研
修
セ

ン
タ
ー
で
の
研
修
の
他
に
、

職
員
と
し
て
必
要
な
部
分
に
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 新年度　予算予算　のの使使いい道道

　

自
動
潅
水
導
入
支
援
事
業

の
詳
細
は
。

　
　
　
　
　

今
ま
で
手
動
で

管
理
し
て
い
た
潅
水
が
、
タ

イ
マ
ー
の
設
定
や
、
圃
場
の

状
況
に
応
じ
て
自
動
的
に
水

が
流
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
労

働
力
の
削
減
に
つ
な
が
る
よ

　

新
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当

新
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当

初
予
算
案
や
当
初
予
算
関
連
議
案
な
ど

初
予
算
案
や
当
初
予
算
関
連
議
案
な
ど

は
、
議
長
を
除
く
議
員
８
名
で
構
成
す

は
、
議
長
を
除
く
議
員
８
名
で
構
成
す

る
「
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設

る
「
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
延
べ
４
日
間
に
わ
た
り
審
査
を

置
し
、
延
べ
４
日
間
に
わ
た
り
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

　

議
案
説
明
後
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ

　

議
案
説
明
後
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ

れ
、
全
て
の
質
疑
が
終
わ
っ
た
後
、
議

れ
、
全
て
の
質
疑
が
終
わ
っ
た
後
、
議

案
ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結

案
ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
「
可

果
、
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
「
可

決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

 
委員会での質問数委員会での質問数 147147項目項目

農
政
係
長

農
政
係
長

補
助
金
の
減
額
理
由

は
　

仁
木
町
商
工
業
振
興
資
金

融
資
保
証
料
補
助
金
が
昨
年

度
の
20
万
円
の
予
算
に
対
し
、

10
万
円
に
減
額
さ
れ
て
い
る

理
由
は
。

　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
大
体

平
均
的
な
部
分
を
と
っ
て
予

算
を
組
ん
だ
。

　

仮
に
オ
ー
バ
ー
す
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
年
度
途
中
で
補

正
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

門脇吉春 委員門脇吉春 委員
かどわきよしはるかどわきよしはる

自
動
潅
水
導
入
支
援

の
内
容
は

木村章生 委員木村章生 委員
きむら　あきおきむら　あきお

う
な
も
の
の
購
入
に
対
し
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業

で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
職
員
向

け
研
修
の
実
施
は

　

第
６
期
総
合
計
画
の
中
で

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
が
不

つ
い
て
は
、
外
部
か
ら
講
師

を
招
聘
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
時
代
背

景
に
応
じ
て
対
応
す
る
分
に

つ
い
て
は
、
計
画
と
い
う
よ

り
も
、
状
況
に
応
じ
た
中
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

麿　直之 委員麿　直之 委員
まろ　　なおゆきまろ　　なおゆき

野崎明廣 委員長野崎明廣 委員長
 のざき あきひろ のざき あきひろ

産
業
課
参
事

産
業
課
参
事

副
町
長

副
町
長
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予算特別委員会で徹底審議

皆さん
  の税金  新年度新年度　予算　の使い道

町町 
長長

遊
休
町
有
地
の
取
扱

い
は

　

予
算
編
成
方
針
に
、「
遊

休
町
有
地
に
つ
い
て
は
、
利

活
用
に
つ
い
て
積
極
的
に
検

討
す
る
こ
と
」
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
今
ま
で
も
様
々

な
場
面
で
質
問
も
あ
っ
た
が
、

検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

改
選
を
控
え
て
い

る
た
め
、
具
体
的
に
申
し

上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

当
選
を
果
た
し
た
際
に
は
、

町
有
地
を
有
効
活
用
し
た
施

策
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
示

し
し
た
い
。

佐藤秀教 委員佐藤秀教 委員
 さとう ひでのり さとう ひでのり

空
い
て
い
る
町
営
住

宅
へ
の
対
策
は

　

町
営
住
宅
の
空
き
状
況
は
。

ま
た
、
対
策
と
し
て
入
居
の

基
準
を
緩
和
す
る
等
の
措
置

を
と
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

現
在
５
つ
の
建

物
で
、
計
16
室
が
空
い
て
い

る
。
条
件
が
合
わ
な
い
と
い

う
よ
り
は
、
そ
も
そ
も
申
込

み
が
な
い
と
い
う
状
況
で
あ

建
設
課
長

建
設
課
長

る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
方
法
等
に
つ
い
て
検

討
中
で
あ
る
。

　
　
　
　

新
規
就
農
者
の
受

け
入
れ
な
ど
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
検
討
の
中
で
、
総

合
的
に
地
域
の
活
性
化
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。宮本幹夫 委員宮本幹夫 委員

みやもと みきおみやもと みきお

公
共
施
設
へ
の
体
温

測
定
器
の
導
入
は

　

町
民
セ
ン
タ
ー
は
入
口
に

自
動
で
体
温
を
測
る
機
械
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢

者
福
祉
施
設
（
い
き
い
き

88
）
で
は
、
自
身
が
測
っ
て

き
た
も
の
を
記
載
し
て
い
る
。

人
の
出
入
り
が
激
し
い
場
所

な
の
で
、
体
温
測
定
器
を
設

置
し
て
ほ
し
い
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
費
で
の
設
置
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　

昨
年
に
は
町
で

も
購
入
し
て
い
る
実
績
が
あ

る
の
で
、
補
助
金
で
の
購
入

は
可
能
だ
と
考
え
る
。

　

現
在
の
在
庫
台
数
を
確
認

し
て
、
余
り
が
あ
れ
ば
設
置

し
、
無
け
れ
ば
購
入
を
検
討

し
た
い
。

上村智恵子委員上村智恵子委員
うえむら　 ちえこうえむら　 ちえこ

防
災
行
政
無
線
管
理

経
費
の
研
修
負
担
金

と
は

　

防
災
行
政
無
線
管
理
経
費

の
中
に
研
修
負
担
金
が
あ
る

が
、
研
修
の
必
要
性
と
内
容

は
。

　
　
　
　
　
　
　

本
町
の
防

災
行
政
無
線
を
取
り
扱
う
に

は
、
総
務
省
の
第
３
級
陸
上

特
殊
無
線
技
士
と
い
う
資
格

が
必
要
と
な
る
。

情
報
防
災
係
長

情
報
防
災
係
長

　

ま
た
、
主
任
無
線
従
事
者

と
い
う
資
格
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
第
３
級
陸
上
特
殊

無
線
技
士
資
格
が
無
く
て
も

良
い
と
い
う
規
定
が
あ
る
た

め
、
こ
の
研
修
の
受
講
を
予

定
し
て
い
る
。

嶋田　茂 委員嶋田　茂 委員
 しまだ　  しげる しまだ　  しげる

住
民
課
長

住
民
課
長

副
町
長

副
町
長



議会だより にき議会だより にき  no.131no.131      令和3年5⽉20⽇発⾏令和3年5⽉20⽇発⾏ 10

３月５日～16日

第　回定例会
令和３年

１

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
４
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
簡
水
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

補正額 予算総額

・一般会計（10回目の補正）     ※専決第4号
1272万2000円増 43億6922万3000円

・一般会計（11回目の補正）
5527万5000円減 43億1394万8000円

・一般会計（12回目の補正）　※追加議案
1096万円増 43億2490万8000円

・国民健康保険事業特別会計（5回目の補正）
   　619万9000円減 2億1174万6000円

・簡易水道事業特別会計（3回目の補正）
    945万7000円減 4億806万2000円

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
４
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
専

決
第
４
号
）
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
に
よ
る
追
加
補
正
が
提

補
正
予
算

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
承
認
し
ま

し
た
。

◇
一
般
会
計
（
第
７
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

仁
木
町
定
住
促
進
住
宅
補
助

金
や
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

　
　

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
管
理
が
繊

細
な
た
め
、
有
効
活
用
を
す

る
に
は
北
後
志
５
か
町
村
が

協
力
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
広

域
連
携
に
よ
り
15
の
医
療
機

関
で
接
種
が
で
き
る
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
る
。

　

接
種
開
始
可
能
な
時
期
に

合
わ
せ
て
、
接
種
券
の
発
送

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

町
民
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
提
供
や
相
談
窓
口
の

設
置
な
ど
の
体
制
作
り
は
。

　
　

　
　

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
、
新

聞
折
込
、
接
種
券
送
付
の
際

の
案
内
等
、
い
ろ
い
ろ
な
形

で
発
信
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　

相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、

み
な
さ
ん
が
困
ら
な
い
よ
う

ＱＡ

に
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

か
か
り
つ
け
医
が
い
な

い
方
へ
の
対
応
は
。

　
　

医
師
会
を
通
し
て
相
談

し
、
か
か
り
つ
け
医
で
は
な

い
場
合
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
可
能
と
い
う
回
答
を

得
て
い
る
。

　
　

優
先
接
種
対
象
者
に
該

当
す
る
基
礎
疾
患
を
有
す
る

方
の
確
認
方
法
は
。

　

実
際
に
は
掴
み
き
れ
な

い
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

国
の
試
算
で
は
20
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
総
人
口
の
６
・

３
％
と
い
う
こ
と
で
、
２
０

３
名
程
度
と
い
う
こ
と
で
し

か
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

個
人
を
断
定
し
て
情
報
を

伝
え
る
こ
と
も
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の

仕
方
で
工
夫
す
る
な
ど
、
わ

か
る
範
囲
で
調
べ
て
い
く
し

か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡ

ＱＡ

業
委
託
料
等
の
執
行
残
に
よ

る
減
額
補
正
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

ＱＡ

３月５日～16日３月５日～16日３月５日～16日

令和３年令和３年

ワクチン接種に向けワクチン接種に向け

　　万全な体制を　　万全な体制を

◇
一
般
会
計
（
第
８
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決
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佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

然
別
水
泳
プ
ー
ル
を
用
途
廃
止

昭
和
47
年
に
開
設
し
た
然
別
プ
ー
ル
は
長
年
に
わ
た
り
地
域

住
民
に
親
し
ま
れ
た
ほ
か
、
地
域
の
防
火
水
槽
と
し
て
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
利
用
者
は
年
々
減
少
し
、

今
後
も
多
く
の
利
用
は
見
込
め
な
い
こ
と
、
防
火
水
槽
の
役
割

に
つ
い
て
も
、
然
別
プ
ー
ル
が
廃
止
さ
れ
て
も
地
域
の
消
火
対

応
は
可
能
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
３
月
31
日
で
用

途
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

　
　
　
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

本
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
第
１
次
分
と
第
２
次

分
を
合
わ
せ
、
２
億
１
３
７
８
万
５
千
円
が
交
付
決
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
町
民
へ
の
マ
ス
ク
配

布
や
地
域
商
品
券
配
布
等
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
２
月
に
は
第
３
次
分
と
し
て
、
約
７
７
０
０
万
円
が

示
さ
れ
、
さ
ら
に
別
枠
で
約
５
９
０
０
万
円
が
交
付
金
の
見

込
み
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
町
に
交
付

さ
れ
る
交
付
金
の
総
額
は
約
３
億
５
千
万
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　

次
年
度
に
お
い
て
も
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
、

新
た
に
実
施
計
画
を
作
成
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
交
付
金

を
活
用
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

や
、
地
域
経
済
の
回
復
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
方
創
生

に
向
け
た
取
組
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岩
井
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

フルーツパークにきはフルーツパークにきは

　　　　　 　５年契約に　　　　　 　５年契約に 町
内
町
内
1010
施
設
の

施
設
の

　
 

指
定
管
理
者

指
定
管
理
者
を
指
定

を
指
定

　

高
齢
者
福
祉
施
設
（
い
き

い
き
88
）
や
、
農
村
公
園
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に
き
な
ど
、

町
内
10
施
設
の
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
議
案
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
農
村
公
園
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
に
き
の
指
定
期
間

は
、
従
来
の
３
年
か
ら
５
年

と
な
り
、
中
長
期
的
な
事
業

の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
施
設
は
３
年
間

の
指
定
期
間
と
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
者

施　設　名 指　定　管　理　者

高齢者福祉施設（いきいき88）
東京美装北海道株式会社

山村開発センター

大江へき地保育所 大江へき地保育所父母会

銀山へき地保育所 銀山へき地保育所父母会

然別生活館 然別町内会

大江コミュニティセンター 大江連合町内会

銀山生活改善センター
銀山さわやか福祉NPO

銀山老人憩の家

農村公園フルーツパークにき 株式会社自然農園

観光農園等管理施設（観光管理センター） 一般社団法人仁木町観光協会

フルーツパークにきにはボルダリング設備が設置されています
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３月５日～16日３月５日～16日

第　回定例会第　回定例会
令和３年令和３年

１１

そ
の
他
の
議
案

▼
仁
木
町
水
泳
プ
ー
ル
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
母
子
栄
養
食
品
支

給
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

条
例
改
正

　

仁
木
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
改
正
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
改
正
は
、
被
保

険
者
の
負
担
軽
減
、
北
海
道

の
賦
課
方
式
へ
の
対
応
、
持

続
可
能
な
国
保
財
政
の
確
立

を
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る

も
の
で
、
改
正
を
行
う
項
目

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
減
額

改
正
と
な
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
に

　
　
　

渡
さ
ん
を
再
任

人
事
案
件

教
育
委
員
に
渡
さ
ん
を
再

任
す
る
こ
と
に
対
し
、
全
員

賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

     

渡　
　
　

朋　

仁  

さ
ん

◆
教
育
委
員
会
委
員

（
然　

別
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
吉
川
さ
ん
と
勝
浦

さ
ん
を
再
任
す
る
こ
と
に
対

し
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま

し
た
。

     

吉　

川　

輝　

光  

さ
ん

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
尾
根
内
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
は
吉
川
さ
ん
と
勝
浦

さ
ん
を
再
任

     

勝　

浦　

弘　

志  

さ
ん

（
南　

町
）

　

国
保
税

国
保
税

　
　
　
　

 

引
下
げ

引
下
げ
を
可
決

を
可
決

①　資産割が廃止

　　資産割は０になり

　　ます

②　所得割が一部減額

　　所得割の割合が下

　　がります

③　平等割も一部減額

　　平等割の金額が下

　　がります

改正の
 ポイント

【改正前】

【改正後】

今回の改正
によって
  ・
  ・
  ・
年間約
５万円
が減額︕

事例：40代夫婦と子ども２人の４人家族で夫の収入500万円(所得360万円)　
　　　　　固定資産税５万円を納付している世帯の国保税額
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　「核のごみ」を　「核のごみ」を
　　　　　　　　持ち込まないよう持ち込まないよう要望要望

▼
北
海
道
へ
の
「
核
の
ご
み
」

持
ち
込
み
に
反
対
す
る
意
見

書
　
　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員　

佐
藤　

秀
教

　

国
は
、
地
下
３
０
０
メ
ー

ト
ル
よ
り
深
い
地
層
に
「
核

の
ご
み
」
を
埋
め
る
「
地
層

処
分
」
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
日
本
列
島
の
地
震

や
火
山
噴
火
の
多
さ
は
世
界

有
数
で
あ
り
、
安
全
性
は
保

障
さ
れ
な
い
。　

　

ま
た
、
「
核
の
ご
み
」
持

ち
込
み
は
北
海
道
の
基
幹
産

業
で
あ
る
第
一
次
産
業
や
観

光
業
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
危
険
性
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
北
海
道
は
「
北

海
道
に
お
け
る
特
定
放
射
性

廃
棄
物
に
関
す
る
条
例
」
を

平
成
12
年
に
定
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
「
核
の
ご
み
」
持

ち
込
み
に
反
対
す
る
も
の
で
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

北海道への持ち込みに反対！北海道への持ち込みに反対！国
・
政
府
等
へ
要
望

意

見

書

そ
の
他
の
意
見
書

▼
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　
提
出
議
員

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員

木
村　

章
生

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
米
の
需
給
改
善
と
米
価
下

落
の
歯
止
め
策
を
求
め
る
意

見
書

　
　
提
出
議
員　

木
村　

章
生

　
　
賛
成
議
員

野
崎　

明
廣

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
需

要
の
消
失
で
、
米
の
過
剰
在

庫
が
生
じ
、
令
和
２
年
産
米

の
市
場
価
格
は
全
国
的
に
大

暴
落
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
米
が
毎
年
77
万
ト
ン
輸
入

さ
れ
、
国
産
飼
料
米
需
要
を

奪
っ
て
い
る
。
国
は
過
剰
在

庫
と
な
っ
た
バ
タ
ー
や
脱
脂

粉
乳
の
輸
入
量
を
大
幅
に
削

減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

議決結果

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可　決

令和３年第１回定例会
賛否の分かれた議案の公表 野崎明廣野崎明廣 宮本幹夫宮本幹夫嶋田　茂嶋田　茂佐藤秀教佐藤秀教 上村智恵子上村智恵子 横関一雄横関一雄麿　直之 木村章生 門脇吉春

北海道への「核のごみ」持ち込みに反対する意見書　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（起立採決）

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

様
に
輸
入
量
を
減
ら
し
、
在

庫
対
策
を
行
う
こ
と
が
有
効

で
あ
る
た
め
、
過
剰
米
を
買

い
入
れ
し
、
生
産
調
整
を
回

避
す
る
こ
と
や
、
ミ
ニ
マ
ム

ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
量
を
削

減
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
も

の
で
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

討

論

討

論

反

対

「
核
の
ご
み
」

に
つ
い
て
は
、

ま
だ
調
査
・
研
究
が
足
り
ず
、

意
見
書
の
提
出
に
は
時
期
が

早
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
た
め
反
対
す
る
。

木 村木 村

道
民
の
生
命
と

暮
ら
し
、
食
の

安
心
・
安
全
を
守
り
、
豊
か

な
自
然
環
境
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
「
核
の
ご

み
」
の
持
ち
込
み
は
受
け
入

れ
が
た
い
と
す
る
北
海
道
条

例
を
遵
守
し
、
北
海
道
を
核

の
ご
み
の
捨
て
場
に
し
な
い

こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
早
期
提
出
が
不
可
欠

と
考
え
る
た
め
賛
成
す
る
。

賛

成

佐　藤佐　藤

コロナ禍による外食需要の低下は
　　　　　　　米の市場価格に影響します。
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課
題
と
し
て
、
利
用
者
の
方
か
ら
「
施
設
内
が
寒
い
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
と
、
温
室
の
雨
漏
り
が
ひ

ど
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
町
の
担
当
者
と
も
相
談
し
な
が

ら
改
善
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
の
時
点
で
、
前
指
定
管
理
期
間
か
ら
考
え
て
い
る
事

業
計
画
の
３
分
の
１
程
度
し
か
達
成
で
き
て
い
な
い
た
め

改
め
て
応
募
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
コ
テ
ー
ジ
は
棟
数
が
少
な
く
、

ま
た
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
テ
ラ
ス
で
で
き
な
い
な
ど
、
制

約
が
多
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
外
で
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る

よ
う
な
場
所
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
温
室
の
内
部
に
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
取
組
も

考
え
て
い
き
ま
す
。

指
定
管
理
者
に
応
募
し
た
理
由
は

今
後
の
課
題
や
改
善
点
は

特 集特 集

町のために

～　フルーツパークにき　～

～ 指定管理者に聞く ～～ 指定管理者に聞く ～

私達だからできること私達だからできること
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フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
利
用
が

多
く
、
近
郊
の
学
校
の
ス

キ
ー
授
業
で
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
内
で
は
冬
に
遊

べ
る
数
少
な
い
施
設
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
設
備
の
老
朽

化
は
著
し
い
で
す
が
、
今
後

も
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

～　高齢者福祉施設（いきいき８８）　～～　山村開発センター　～

　

利
用
者
の
方
か
ら
は
ト
イ

レ
の
便
座
が
冷
た
い
の
で
取

り
替
え
て
ほ
し
い
等
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ト
イ
レ
を
使
い
た
く

な
い
と
い
う
利
用
者
の
方
は

結
構
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、

水
飲
み
場
も
ト
イ
レ
の
中
に

あ
る
の
で
不
評
で
す
。

　

何
か
対
策
が
で
き
れ
ば
利

用
者
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

建
物
の
老
朽
化
が
目

立
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

体
育
館
は
大
き
い
の
で
、

災
害
時
の
避
難
所
の
中
心

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
耐
震
性
に

問
題
が
な
い
か
が
不
安
で

す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま

用
の
防
災
用
品
の
備
え
が

な
い
の
で
、
準
備
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

防
災
の
観
点
か
ら

利
用
者
か
ら
の
声

　

ボ
イ
ラ
ー
の
老
朽
化
に

よ
る
故
障
で
、
年
に
数
回
、

使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
ボ

イ
ラ
ー
は
大
型
が
２
台
な

の
で
、
４
〜
６
台
の
小
型

に
変
更
す
る
こ
と
で
、
燃

料
費
の
節
約
に
繋
が
っ
た

り
、
故
障
時
の
対
応
が
可

能
と
な
る
の
で
、
変
更
を

検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
。

設
備
の
管
理
は

　

新
規
の
お
客
さ
ま
に
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
新
し

い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
の
除
雪
に
つ
い

て
は
敷
地
が
広
く
、
雪
の
多

い
時
期
に
は
、
除
雪
が
間
に

合
わ
な
い
た
め
、
帰
っ
て
し

ま
う
お
客
さ
ま
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
除
雪
に
つ
い

て
は
改
善
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

改
善
点
は

　

少
し
で
も
お
客
様
を
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
施
設
自
体
の
老
朽

化
が
著
し
く
、
美
観
整
備

に
も
限
界
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

国
道
５
号
線
沿
い
で
立

地
条
件
が
良
い
の
で
、
観

光
案
内
所
と
し
て
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
た

上
で
、
町
と
同
じ
目
標
を

掲
げ
な
が
ら
施
設
の
管
理

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

施
設
に
つ
い
て

　

昔
か
ら
の
流
れ
で
一
年
を

通
し
て
青
果
物
を
購
入
し
た

い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
、
冬
季
間
も
含
め
、

青
果
物
を
売
れ
る
よ
う
な
取

組
が
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
を
少
し
改
装

し
、
物
販
ス
ペ
ー
ス
を
広
く

取
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ワ

イ
ン
等
の
お
酒
の
販
売
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
計
画

　

利
用
者
の
方
に
非
接
触

体
温
計
で
の
体
温
測
定
の

ほ
か
、
氏
名
、
住
所
等
も

名
簿
に
記
載
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

朝
の
オ
ー
プ
ン
時
に
は
、

利
用
者
の
方
が
並
ぶ
こ
と

も
多
く
、
業
務
が
追
い
つ

か
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
の
で
、
設
置
型
の
体
温

測
定
器
の
導
入
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
は

ス
キ
ー
場
は

～　観光管理センター　～ ～　ふれあい遊トピア公園　～
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第１回定例会の一般質問には、３人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
（第１回定例会２日目）（第１回定例会２日目）

ジェンダー平等への取組は

上村智恵子　議員
19

地域公共交通の確保を

うえむら ちえこ

住民への情報発信に関して

麿　　直之　議員
18

まろ　 なおゆき

銀山地域の子育て支援を問う

野崎　明廣　議員
17

のざき あきひろ
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野崎　明廣 議員

問
建
物
の
老
朽
化
が
進

む
銀
山
へ
き
地
保
育

所
を
、
今
後
ど
う
運
営
し
て

い
く
の
か
。

町
長
昭
和
48
年
の
建

設
以
来
、
現
在

ま
で
約
１
千
万
円
の
費
用
を

か
け
て
施
設
の
適
正
な
維
持

に
努
め
て
き
た
。

　

引
き
続
き
、
必
要
な
修
繕

を
行
い
、
安
全
な
保
育
環
境

の
確
保
に
配
慮
し
た
対
応
を

講
じ
る
等
、
施
設
の
適
正
な

運
営
に
努
め
る
。

銀
山
へ
き
地
保
育
所
の
今
後
は

町
長　

安
全
な
保
育
環
境
の
確
保
に
配
慮
す
る

　町政のそこが聞きたい　

問
銀
山
へ
き
地
保
育
所

施
設
は
、
現
状
維
持

で
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
だ

が
、
銀
山
地
域
は
町
営
住
宅

を
除
く
と
、
保
育
所
・
公
共

老朽化が進む銀山へき地保育所

のざき  あきひろ

問
大
江
・
銀
山
へ
き
地

保
育
所
は
、
今
後
も

児
童
数
が
減
少
し
て
い
く
と

考
え
る
が
、
合
併
に
よ
る
継

続
も
含
め
、
い
つ
ま
で
継
続

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
の

か
。住

民
課
長
担
当
職

員
が
父

母
会
の
方
か
ら
意
見
を
聞
く

な
ど
し
て
い
る
が
、
結
論
を

出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
３
年

間
の
指
定
管
理
期
間
の
中
で
、

父
母
会
等
と
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
児
童
の
減
少
対
策
や
、

銀
山
地
域
で
子
育
て

を
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
銀

山
地
域
に
住
ん
で
も
ら
え
る

支
援
・
対
策
を
町
で
実
施
す

る
考
え
は
。

施
設
・
学
校
な
ど
30
〜
50
年

経
過
し
て
お
り
、
総
合
的
な

対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
地

域
性
も
含
め
た
対
応
策
は
。

町
長
人
口
減
に
よ
る

少
子
化
が
進
む

こ
と
を
想
定
し
た
際
に
、
本

町
に
お
け
る
教
育
環
境
・
子

育
て
環
境
の
整
備
を
、
今
か

ら
検
討
・
準
備
し
て
い
く
こ

と
は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
将
来
的
に
、
今
後
の
銀

山
地
域
の
人
口
推
移
を
見
る

と
、
へ
き
地
保
育
所
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
の

が
現
実
で
あ
る
。

　

銀
山
地
域
の
課
題
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
町
全
体
と
し

て
子
育
て
の
環
境
整
備
を
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
、
総
合
計
画
の
中
で
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

町
長
銀
山
地
域
に
若

い
世
代
の
方
々

を
呼
び
込
む
施
策
と
し
て
、

銀
山
地
域
の
生
活
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
や
、
町
営
住
宅

に
対
す
る
補
助
と
い
っ
た
生

活
条
件
の
優
遇
措
置
な
ど
を

よ
く
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら

の
策
で
ど
れ
だ
け
の
効
果
が

見
込
め
る
の
か
と
い
う
の
は

現
段
階
で
は
な
か
な
か
判
断

が
難
し
い
。

　

何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
何
が
一
番
幸
せ
な
選

択
な
の
か
、
そ
の
視
点
で
見

極
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

今
後
も
検
討
す
る
機
会
を
設

け
、
建
設
的
な
議
論
を
深
め

て
ま
い
り
た
い
。



議会だより にき議会だより にき  no.131no.131      令和3年5⽉20⽇発⾏令和3年5⽉20⽇発⾏ 18

問
現
在
、
生
活
の
質
に

関
す
る
情
報
は
、
ど

の
よ
う
な
手
段
で
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
手
段

が
な
い
場
合
、
今
後
、
情
報

発
信
に
取
り
組
む
考
え
は
。

町
長
町
に
お
け
る
各

種
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
、
町
広
報
紙
や
折

込
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
防
災
行
政
無

線
等
で
提
供
し
て
い
る
。

　

排
雪
に
つ
い
て
は
、
町
道

へ
の
投
雪
に
よ
る
事
故
発
生

等
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
事

前
の
情
報
発
信
は
実
施
し
て

い
な
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
や

暮
ら
し
に
関
す
る
情
報
を
タ

イ
ム
ラ
グ
な
し
に
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
た
め
、
緊
急
性
・

必
要
性
な
ど
を
考
慮
し
、
引

き
続
き
情
報
共
有
・
情
報
提

供
に
努
め
て
い
く
。

副
町
長
生
活
の
質

に
関
す
る

町のフェイスブックでは様々な情報が掲載されています

問
現
状
で
「
問
題
な
い

と
判
断
し
て
い
る
の

で
、
今
の
体
制
で
い
き
た

い
」
と
い
う
答
弁
だ
が
、
何

を
根
拠
に
問
題
な
い
と
い
う

判
断
を
し
て
い
る
の
か
。

麿　　直之 議員
まろ     なおゆき

企
画
課
長

役
場
に
電

話
を
い
た

た
だ
く
と
、
担
当
部
署
に

つ
な
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

メ
ー
ル
等
で
も
受
け
付
け
て

い
る
。
大
半
は
電
話
を
い
た

だ
き
、
担
当
課
で
対
応
す
る

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

問
電
話
す
る
ま
で
も
な

い
よ
う
な
些
細
な
疑

問
等
を
質
問
で
き
る
よ
う
な

気
軽
な
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム

や
、
意
見
箱
の
よ
う
な
も
の

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　　　　一　般　質　問 　  

問
町
民
の
方
が
些
細
な

こ
と
に
疑
問
を
感
じ

た
際
に
、
現
状
、
町
と
し
て

副
町
長
企
画
課
長

の
答
弁
の

と
お
り
、
必
要
な
情
報
等
に

つ
い
て
は
連
絡
先
等
を
添
え

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
周
知

し
て
お
り
、
そ
の
都
度
、
質

問
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

現
状
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

遅
滞
な
く
対
応
で
き
て
お
り
、

「
た
ら
い
回
し
」
等
の
行
為

も
な
く
、
迅
速
に
担
当
者
へ

行
き
着
き
、
必
要
な
情
報
が

提
供
で
き
る
仕
組
み
が
で
き

て
い
る
も
の
と
判
断
し
て
お

り
、
今
の
体
制
の
中
で
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

よ
う
な
情
報
の
提
供
に
つ
い

町の情報をリアルタイムで知るには
副町長 現状で遅滞なく対応できている

は
ど
の
よ
う
な
手
段
で
質
問

を
受
け
付
け
て
い
る
の
か
。

て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
を
求
め
る
よ
う
な
要
望

は
、
今
ま
で
の
町
民
の
皆
さ

ま
へ
の
広
聴
活
動
の
中
で
も
、

伺
っ
て
い
な
い
。

　

問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
担

当
か
ら
答
え
る
と
い
う
仕
組

み
が
出
来
て
い
る
と
考
え
て

い
る
た
め
、
問
題
は
な
い
と

判
断
し
て
い
る
。
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ジェンダー平等への取組は

町長 皆さんが平等であれる地域をつくる

問
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
し
て
、

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
に
配
慮
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
研
修
や
先
生
方

へ
の
通
知
等
は
あ
る
の
か
。

町
長
男
女
関
係
な
く

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

フ
リ
ー
」
と
し
て
、
皆
さ
ん

が
平
等
で
あ
れ
る
よ
う
な
地

域
づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長

中
学
生
向

け
に
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
動
画
を
活
用

し
た
学
習
を
道
徳
の
授
業
で

実
施
し
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
補
助
で
住
民
の
足
確
保
を

町
長　

協
議
会
の
中
で
検
討
し
て
い
る

上村智恵子 議員
うえむら ちえこ

問
仁
木
町
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
に
お

い
て
、
平
成
29
〜
30
年
度
に

導
入
を
検
討
し
た
タ
ク
シ
ー

補
助
の
内
容
は
。

問
地
方
で
は
、
バ
ス
会

社
や
タ
ク
シ
ー
会
社

が
撤
退
し
、
い
わ
ゆ
る
交
通

空
白
地
域
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

本
町
も
タ
ク
シ
ー
会
社
を

守
り
つ
つ
、
住
民
の
足
を
確

保
す
る
の
が
重
要
で
あ
る
。

　町政のそこが聞きたい　

研
修
は
ま

だ
行
っ
て

い
な
い
が
、
平
成
28
年
に
文

科
省
か
ら
出
て
い
る
教
職
員

向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
す

べ
て
の
先
生
に
配
布
し
、
情

報
を
共
有
し
て
い
る
。

教
育
長

町
長
平
成
29
年
度
に

町
内
の
ハ
イ

ヤ
ー
事
業
、
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
、
当
時
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

80
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
、
１
回
５
０
０
円
分
の

タ
ク
シ
ー
券
を
月
２
回
分
発

行
す
る
補
助
内
容
案
を
検
討

結
果
と
し
て
示
し
て
い
る
。

　

政
策
的
に
急
い
で
皆
さ
ん

の
足
に
な
れ
る
よ
う
な
公
共

交
通
と
し
て
、
地
域
公
共
交

通
の
確
保
に
向
け
て
努
力
し

て
ほ
し
い
。

町
長
ニ
キ
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
予
約

制
と
い
う
こ
と
で
、
煩
わ
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
停
か
ら
遠
い

地
域
で
、
公
共
交
通
が
使
い

づ
ら
い
部
分
も
含
め
て
、
協

議
会
の
中
で
課
題
と
し
て
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
、

ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か

を
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
補
助
に
つ
い
て
も
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

タクシーは生活に欠かせない町民の足です



議会だより にき議会だより にき  no.131no.131      令和3年5⽉20⽇発⾏令和3年5⽉20⽇発⾏ 20

１月２９日１月２９日

第　回臨時会第　回臨時会
令和３年令和３年

１１

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

損
害
賠
償
請
求
事
件
に
係
る

顧
問
弁
護
士
委
託
料
と
損
害

賠
償
金
の
増
額
補
正
が
提
案

さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

補正額 予算総額

・一般会計（９回目の補正）    

   242万2000円増 43億5650万1000円

　第１回臨時会は、１⽉29⽇に開会し、同⽇閉会しました。
 町から、和解１件、令和２年度⼀般会計補正予算１件、条例制定１件、
計画策定１件の計４件が上程され、賛成多数で可決しました。

臨時会のあらまし

　
　

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は

既
に
１
年
以
上
経
過
し
て
い

る
が
、
こ
の
間
、
再
発
防
止

に
つ
い
て
の
対
策
は
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
併
せ
て
、
間
違
い
が
無
い

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
内

で
内
部
的
な
牽
制
体
制
を
構

築
し
、
ま
た
、
数
字
や
文
章

の
重
み
を
、
特
に
若
手
職
員

を
含
め
て
認
識
し
て
も
ら
う

よ
う
に
指
導
を
し
て
い
る
。

ＱＡ

質
疑
あ
れ
こ
れ

教
育
長
の
処
分
に

　
　

賛
否
分
か
れ
る

議決結果

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － 可　決

令和３年第１回臨時会
賛否の分かれた議案の公表 野崎明廣野崎明廣 宮本幹夫宮本幹夫嶋田　茂嶋田　茂佐藤秀教佐藤秀教 上村智恵子上村智恵子 横関一雄横関一雄麿　直之 木村章生 門脇吉春

特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例の特

例を定める条例の制定（起立採決）

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

そ
の
他
の
議
案

▼
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
損

害
賠
償
額
を
定
め
和
解
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

討

論

討

論

反

対

外
国
語
指
導
助

手
の
事
件
に
よ

る
教
育
長
の
責
任
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
私
生
活
の
こ
と

ま
で
指
揮
監
督
責
任
が
及
ぶ

も
の
な
の
か
、
全
て
を
確
認

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
た
め
反
対
す
る
。

本
件
は
非
違
行

為
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
り
、
人
事
院
が
発

出
す
る
懲
戒
処
分
の
指
針
及

び
町
の
規
則
に
規
定
す
る
懲

戒
処
分
に
該
当
す
る
も
の
と

考
え
る
た
め
賛
成
す
る
。

賛

成

門　脇門　脇 野 崎野 崎

条
例
制
定

　

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
特
例
を
定
め
る
条
例
の

制
定
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
賛
成
７
・
反

対
１
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
昨
年
12
月

に
外
国
語
指
導
助
手
が
大
麻

取
締
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
人
事
院
の
処
分

基
準
を
準
用
し
、
本
年
１
月

13
日
付
で
懲
戒
免
職
処
分
と

し
た
こ
と
に
伴
い
、
外
国
語

指
導
助
手
の
任
命
権
者
で
あ

る
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

管
理
監
督
責
任
が
あ
る
と
し

て
教
育
長
の
給
料
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。



21 議会だより にき議会だより にき  no.131no.131      令和3年5⽉20⽇発⾏令和3年5⽉20⽇発⾏    

計
画
策
定

仁
木
町
の
未
来
予
想
図
は
？

仁
木
町
の
未
来
予
想
図
は
？

　

第
６
期
仁
木
町
総
合
計
画

基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
の

策
定
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

仁
木
町
総
合
計
画
は
10
年

ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

で
あ
り
、
町
の
最
上
位
計
画

と
位
置
付
け
た
中
で
、
基
本

構
想
及
び
基
本
計
画
を
定
め

る
も
の
で
す
。

　

第
６
期
総
合
計
画
は
従
来

の
作
成
時
に
実
施
し
て
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
徴
収
を
止
め
、

新
た
な
取
組
と
し
て
町
民
や

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
る
企
業
の
方
等
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

本
町
の
将
来
像
や
今
後
の
取

組
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

優
秀
賞（
全
国
第

優
秀
賞（
全
国
第
３３
位
）
位
）

第
35
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

を
受
賞
し
ま
し
た
！

を
受
賞
し
ま
し
た
！

こ
の
度
﹁
議
会
だ
よ
り
に
き
１
２
７
号
﹂
が

第
35
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
︑
住
⺠
⽬
線
で
の
企
画
と
編
集
が
評
価
さ

れ
︑
過
去
最
⾼
位
で
あ
る
優
秀
賞
︵
全
国
第
３

位
︶
を
受
賞
し
ま
し
た
︒
今
後
も
︑
今
ま
で
以

上
に
読
み
や
す
い
議
会
広
報
紙
作
成
の
た
め
︑

⽇
々
研
鑽
を
重
ね
努
⼒
し
て
い
き
ま
す
︒

３年連続５度目の受賞となりました

議会だよりにき 127 号

ベスト 10 入りは
３年連続で
通算５回目！

次ペペペペペページジジジジジジは次次ペ次ペ次ペ次ペ次ペペペ次次 ージージジジジジははははは 全全全全全 会会会会・全全全全全全全全員員員員員員員協協協協協協協協議議議議議議議議会会会会会会会会・ 会会会会 事事事 査査査総総総総総総総総務務務務務務務務経経経経経経経経済済済済済済済済常常常常常常常常任任任任任任任任委委委委委委委委員員員員員員員会会会会会会会会所所所所所所所所管管管管管管管管事事事事事事事事務務務務務務務務調調調調調調調調査査査査査査査査査査査
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全員協議会全員協議会

　

４
月
15
日
の
全
員
協
議
会

で
は
、
（
仮
称
）
仁
木
町
子

育
て
支
援
拠
点
施
設
の
基
本

設
計
に
つ
い
て
、
町
職
員
と

受
託
先
で
あ
る
株
式
会
社

ド
ー
コ
ン
か
ら
説
明
が
あ
り
、

基
本
設
計
の
概
要
や
、
建
築

計
画
、
機
械
設
備
計
画
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
施
設
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
に
実
施
設
計

で
細
部
を
決
定
し
て
い
き
、

住
民
説
明
会
や
施
設
名
の
公

募
等
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
本
体

及
び
外
構
工
事
が
始
ま
り
、

令
和
５
年
度
か
ら
供
用
開
始

の
予
定
で
す
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

町
内
の
施
設
に
は
窓
の

位
置
が
低
く
、
積
雪
の
影
響

で
光
が
入
ら
な
い
と
指
摘
が

あ
っ
た
施
設
も
あ
る
。
自
然

採
光
を
取
り
入
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
冬
の
積
雪
等
の
影

響
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ＱＡ
　
　

自
然
採
光
に
つ
い
て
は
、

方
角
や
窓
の
位
置
で
、
設
備

に
頼
ら
ず
、
日
光
を
取
り
入

れ
た
い
と
い
う
考
え
だ
が
、

遊
技
場
な
ど
の
天
井
が
高
い

場
所
に
つ
い
て
は
、
積
雪
の

影
響
も
考
慮
し
て
正
確
な
設

計
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

当
初
、
２
階
建
て
の
計

画
が
、
コ
ス
ト
削
減
の
観
点

か
ら
平
屋
建
て
に
変
更
に

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度

の
コ
ス
ト
削
減
と
な
る
の
か
。

　
　

平
屋
建
て
に
す
る
こ
と

ＱＡで
、
階
段
２
か
所
と
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
廊
下
等
で
１
０

０
㎡
ほ
ど
面
積
が
減
る
計
算

　
　

機
械
設
備
に
つ
い
て
は
、

建
設
当
初
の
コ
ス
ト
だ
け
で

は
な
く
、
こ
の
先
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
等
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
の
か
。

　
　

建
設
当
初
の
イ
ニ
シ
ャ

ＱＡル
コ
ス
ト
の
他
、
電
気
料
金

等
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と

機
器
の
更
新
費
用
等
を
含
め

た
、
こ
の
先
40
年
間
の　

ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
比

較
し
、
検
討
し
て
い
る
。

と
な
り
、
概
算
で
は
あ
る
が
、

総
額
４
４
０
０
万
円
程
度
コ

ス
ト
が
削
減
さ
れ
る
試
算
で

あ
る
。

　製品や構造物を調達する時に発生するイ

ニシャルコストと、実際に使用して廃棄す

るまでに発生するエネルギー費や保全・改

修・更新費用などのランニングコストを合

わせたものです。

ニキボーのなになに？

ライフサイクルコストとは

４月 15 日の全員協議会では、
( 仮称 ) 仁木町子育て支援拠点
施設建設事業に関する件につい
て協議しました。

未来につながる集いの場がる集いの場

それぞれのかたちぞれのかたち



常任委員会常任委員会

事務調査事務調査

令
和
３
年
３
月
25
日
に
、
翌
26
日
か
ら
「
医
療
・
介

護
従
事
者
用
滞
在
施
設
」
と
し
て
供
用
開
始
と
な
っ
た

多
目
的
滞
在
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
調

査
を
し
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

ペ
ッ
ト
の
同
伴
に
つ
い

て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
問
題

も
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

ＱＡ
　
　

医
療
・
介
護
従
事
者
が

滞
在
す
る
場
合
に
は
、
ペ
ッ

ト
の
同
伴
は
想
定
し
て
い
な

い
が
、
一
般
客
の
利
用
に
向

け
て
は
特
定
の
棟
を
ペ
ッ
ト

可
能
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

建
物
内
で
の
ペ
ッ
ト
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
、
き
ち
ん
と
対
応
し

て
い
く
。

　

本
町
に
お
い
て
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を

最
も
投
入
し
た
事
業
で
あ
る
、

多
目
的
滞
在
施
設
が
供
用
開

始
と
な
る
こ
と
か
ら
、
整
備

事
業
の
進
捗
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
運
用
方
法

等
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

Withコロナ（コロナ収束前） Afterコロナ（コロナ収束後）

町内の医療・介護従事者で新型

コロナウイルス感染症患者の治

療にあたっている方 等

 ( 感染者及び濃厚接触者を除く )

利　用　対　象　者 一般の方（観光客等）

無料（町が負担） 料　　　　　　　金
１泊　16,500円

（ペット同伴時は22,000円）

原則２週間（14泊）以内 最長利用可能期間 定めなし

仁　木　町 管　　　理　　　者 指定管理者（予定）

新型コロナ対策交付金を活用

未来につながる集いの場未来につな

それぞれのかたちそれ

次ペペペペペペページージジジジジジは次次ペ次ペ次ペ次ペ次ペペ次次 ージージジジジははははは 会会会会報告告会会会会・ ののゆゆゆゆゆくくくくくくくくええええええええええ議議議議議議議議会会会会会会会会報報報報報報報報告告告告告告告告会会会会会会会会・質質質質質質質質問問問問問問問のののののゆゆゆゆゆゆゆくくくくくくくくええええええええええ23 議会だより にき議会だより にき  no.131no.131      令和3年5⽉20⽇発⾏令和3年5⽉20⽇発⾏    
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初
め
て
の
試
み
と
な
る
オ

ン
ラ
イ
ン
議
会
報
告
会
は
、

実
施
後
の
評
価
と
し
て
、
多

く
の
方
に
視
聴
い
た
だ
い
た

一
方
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

収
率
が
悪
い
こ
と
が
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
も
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
と
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
見
直

し
の
必
要
性
が
あ
る
と
の
結

論
に
至
り
、
次
回
開
催
ま
で

に
課
題
を
残
す
結
果
と
な
り

ま
し
た
。　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
今
後

町
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
と

し
て
、
「
町
民
と
の
対
話
・

意
見
交
換
」
が
最
も
多
く
、

今
回
実
施
で
き
な
か
っ
た
意

見
交
換
会
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

　
　

小
中
学
校
通
学
路
の
街

灯
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
に
も

暗
い
の
で
再
考
を
。

　

暮
ら
し
や
す
い
町
に
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
補
助
で
は
な

く
、
予
算
化
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
　

小
中
学
校
付
近
の
街
灯

も
含
め
、
本
町
の
課
題
と
な

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
よ
り

暮
ら
し
や
す
い
町
と
な
る
よ

ＱＡ
貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

う
、
町
側
に
対
し
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

　
　

多
く
の
方
に
住
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
。　
　

　
　

町
内
に
お
け
る
地
域
差

に
つ
い
て
も
検
討
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

ＱＡ

初めての試み初めての試み
 実施方法に課題残す

　令和３年２月４日(木)から、令和３年議会報告会　令和３年２月４日(木)から、令和３年議会報告会

を動画配信で実施し、４月30日時点で視聴回数はを動画配信で実施し、４月30日時点で視聴回数は

151回となりました。皆さまにご視聴いただき、心151回となりました。皆さまにご視聴いただき、心

よりお礼申し上げます。よりお礼申し上げます。

議会報告会議会報告会

　

今
回
の
動
画
配
信
に
あ
た
っ
て
、
撮
影
と
各

ス
ラ
イ
ド
の
合
成
を
含
む
動
画
の
編
集
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
嶋
倉
健
悟
隊
員
が
担
当
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

嶋
倉
隊
員
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
本
町
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
主
な
活
動
と
な
る

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
他
、
映
像
制
作
や
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
、
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
幅
広

い
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

自
身
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

町
民
の
方
で
も
新
し
い
発
見
に
な
る
よ
う
な
動

画
が
公
開
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見
た
こ
と
が
無
い
方
は
、

こ
れ
を
機
に
視
聴
デ
ビ
ュ
ー
し
、
も
っ
と
仁
木

町
に
詳
し
く
な
り
ま
せ
ん
か
。

仁木町地域おこし協力隊
けんご隊員の YouTube は
←こちらからチェック！

まだ見られます！

下のＱＲコードから

または

ＹｏｕＴｕｂｅで直接「仁木町議会」

と検索しましょう

ぜひ感想もお聞かせください！

けんご隊員に感謝！
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議会だよりでは、定例会での一般質問
や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
載していますが、町政にどう反映され
たのかを追跡調査しています。

追跡         あれからどうなった？あれからどうなった？

      質問のゆくえ質問のゆくえ
国保税国保税を一部減額を一部減額

質問質問 後期高齢者歯科健診の実施を
後期高齢者の方にとって口腔ケアは重要

であることから、早期発見、早期治療がで
きるよう、サービスの提供を。

答弁答弁

↓
あれから…こうなりました

後期高齢者歯科健診後期高齢者歯科健診を実施を実施

の んか ・ をや らの をか ・や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
どう、すていますてしてし 反にしていますが 町政にどう反映さにい れすが 町政 どう反映さ載していますが、町政にどう反映され
すす。いして すをたの いたのかかたのかを追跡調査しています。

前向きに検討する前向きに検討する

は裏表裏表裏表裏表裏表裏表裏 紙は紙は紙は紙は紙は紙 絆絆絆絆絆～～ 子子子子子子子ののつつつつつなななながががががりりりりり～～・ままちちちちちちちのの人人人人人人人人人絆絆絆絆絆絆絆絆～～親親親親親親親親子子子子子子子のののののつつつつつなななななななががががががががりりりりりりり～～・まままままままちちちちちちちのののののの人人人人人人人人

　後期高齢者に対する歯科健康診査に対し
ても前向きに検討してまいりたい。

質問質問国保税率の改正を
平成27年度末時点で基金に6400万円の積

立てを行っている。基金を充当し、国保税
率を改正してはどうか。

答弁答弁
税率を改正する税率を改正する
考えはない考えはない
医療費急増に備えるため、国民健康保険

税率を改正する考えはない。

〈
平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
〉

↓
あれから…こうなって

〈
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
〉

 後期高齢者の歯科健康診査後期高齢者の歯科健康診査

費用を一部助成費用を一部助成

　令和３年度より後期高齢者の健康保持増進の令和３年度より後期高齢者の健康保持増進の
ため、歯科健康診査事業を実施し、負担金の一ため、歯科健康診査事業を実施し、負担金の一
部を町が助成することとなりました。部を町が助成することとなりました。

質問質問 国保税を下げるのは今
新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、国保税の減免制度もあるが、下げるな
らコロナ期の今ではないか。

答弁答弁
税率の税率の見直しを図見直しを図
っていきたいっていきたい
シミュレーションを立て、基金の状況を

考慮しながら、見直しを図ってまいりたい。

〈
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
〉

質問質問国保税の引下げを
国保と協会けんぽでは条件によって負担

額が２倍程度の差がある。この差を解消す
べきでは。

答弁答弁
総合的に判断し、総合的に判断し、
慎重に検討する慎重に検討する
過去10年で最低の税率である。今後１年

間の状況等を総合的に判断し、検討する。

〈
平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
〉

↓
さらに…こうなって

↓

最
終
的
に　
　

こ
う
な
り
ま
し
た

 国保税率を国保税率を引下げることで引下げることで

国民健康保険税条例国民健康保険税条例を改正を改正

　令和３年度国保税課税分より資産割廃止等の令和３年度国保税課税分より資産割廃止等の
改正を行うことで条例を改正し、国保税の引下改正を行うことで条例を改正し、国保税の引下
げが実現されました。げが実現されました。※詳細は12ページに記載※詳細は12ページに記載
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之
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員

門
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吉
春

絆

藤
田　

佳
克
さ
ん
（
北
町
）

 

様
々
な
補
助
が
あ
り
︑
⼦
育
て
し
や
す
い

環
境
だ
と
思
い
ま
す
︒
保
育
料
が
も
う
少
し

安
い
と
嬉
し
い
で
す
︒

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

門
脇
吉
春
）

Ｊ
Ｒ
は
存
続
を

外で遊べる場所もつくって外で遊べる場所もつくって

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期
と

な
っ
て
い
た
令
和
３
年
成
人
式
は
、
５
月
２
日
に
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
新
成
人
16
名
が
出
席
し
、
晴
れ
て

大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
、
藤
田
さ
ん
、
山
下
さ
ん
の
2
名
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
成
人
式
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
「
着
物
の
レ
ン
タ
ル
が
ど
う
な
る
か
心
配
で
し
た

　

新
成
人
の　

藤
田　

葉
月
さ
ん　

　
　
　
　
　
　

山
下　

綾
菜
さ
ん

　な

輝く町民輝く町民ささんんを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

 

広
い
公
園
が
欲
し
い
で
す
︒
特
に
︑
冬
は

外
で
遊
べ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
︑

そ
り
滑
り
な
ど
が
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
︒

 

ま
た
︑
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ド
の
購
⼊
補
助

は
あ
り
ま
す
が
︑
レ
ン
タ
ル
制
度
が
あ
る
と

嬉
し
い
で
す
︒
補
助
を
受
け
て
購
⼊
し
て

も
︑
数
年
後
に
は
使
わ
な
く
な
り
処
分
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
レ
ン
タ
ル
だ
と
︑
も

の
を
無
駄
に
し
な
く
て
い
い
し
︑
購
⼊
す
る

よ
り
も
費
⽤
も
抑
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
︒

︵
取
材
・
記
事　

木
村
章
生
︶

が
、
無
事
に
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
式
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　

町
に
望
む
こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
小
さ
い
頃
は
遊

ぶ
場
所
が
な
く
、
役
場
庁
舎
の
広
場
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
良
い
と
思
い
ま
す

が
、
外
で
遊
べ
る
公
園
な
ど
も
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
」

と
、
自
身
の
経
験
を
元
に
、
現
在
の
仁
木
の
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
る
優
し
さ
に
、
感
動
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
、
口
々
に

町
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
た
こ
と
に
、
驚
き
と

嬉
し
さ
と
、
将
来
へ
の
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
！

　

連
載
22
回
目
は
、
北
町
在
住
の
藤
田
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
お
子

さ
ん
、
お
母
さ
ま
の
４
人
家
族
で
す
。

　

お
仕
事
は
介
護
士
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仁
木
町
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

　

普
段
の
生
活
の
こ
と
で
望
む
も
の
は
あ

り
ま
す
か
。

　

子
育
て
に
関
し
て
町
に
何
か
望
む
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

 

元
気
に
︑
健
康
に
︑
ケ
ガ
な
く
育
っ
て
ほ

し
い
で
す
︒

　

話
し
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
も
元
気
に
な
っ

て
く
る
ほ
ど
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
活
発
な
三

歳
の
息
子
さ
ん
。
保
育
園
も
楽
し
く
通
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

ご
夫
婦
二
人
と
も
介
護
職
と
の
こ
と
で
す

が
、
特
に
町
内
の
介
護
士
は
不
足
気
味
と
の

こ
と
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
向
け

て
、
対
策
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

 

あ
と
︑
出
産
祝
⾦
に
つ
い
て
︑
第
１
⼦
か

ら
⽀
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
︑
⾦
額
が
仁
⽊

町
よ
り
多
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
︑
よ
り
⼿

厚
く
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
︒

新成⼈の皆さん、おめでとうございます

 

少
⼦
化
や
⼈
⼝
の
減
少
は
あ
り
ま
す
が
︑

⽣
活
に
必
要
な
も
の
と
し
て
︑
Ｊ
Ｒ
は
ぜ
ひ

存
続
を
︒

 

ま
た
︑
町
道
で
道
路

の
停
⽌
線
が
薄
く
な
っ

て
⾒
づ
ら
い
場
所
が
あ

る
の
で
︑
改
善
し
て
ほ

し
い
で
す
︒

取材を受けてくれた
藤⽥さん (左 ) と⼭下さん


